
　〝
文
字
文
化
〟
と
は
何
か

会
　
長
　
　
　
平	

形
　
精	

一

　
今
春
告
示
さ
れ
た
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
の
う
ち
、
中
学
校
国
語
第
三
学
年
書
写

の
指
導
事
項
に「
文
字
文
化
の
豊
か
さ
に
触
れ
」の
文
言
が
登
場
し
た
。
現
行
の『
解
説
書
』

の
中
に
も
「
文
字
文
化
に
関
す
る
認
識
を
改
め
て
形
成
さ
せ
る
」
と
あ
り
、〝
文
字
文
化
〟

と
は
手
書
き
文
字
の
み
な
ら
ず
活
字
な
ど
文
字
全
体
を
含
む
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、来
春
改
訂
予
定
の
高
等
学
校
同
国
語
に
つ
い
て
、中
教
審
の
関
係
資
料
で
は
「
現

代
国
語
」（
仮
称
）
と
並
ん
で
必
須
科
目
と
さ
れ
る
「
言
語
文
化
」（
同
）
の
中
で
「
文
字

文
化
（
書
写
を
含
む
）
に
つ
い
て
の
理
解
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
文
字
文
化
に
つ
い
て
、
私
が
か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
静
岡
大
学
の
国
語

科
教
科
会
議
で
、
書
写
・
書
道
の
概
念
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
文
字
文
化
の
語
を
使
っ
た
と
こ

ろ
、
国
文
学
・
漢
文
学
の
教
員
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
〝
文
学
〟
こ
そ
文
字
文
化
の
最
た
る

も
の
だ
と
強
く
叱
正
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
文
字
が
な
け
れ
ば
文
学
も
成
立
し
え
ず
、

こ
の
主
張
に
首
肯
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　
書
写
が
文
字
文
化
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
も
の
の
、
中
核
に

位
置
づ
く
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
文
化
・
言
語
・
文
字
・
書
写

な
ど
の
概
念
を
ど
う
規
定
し
、
相
互
の
関
連
を
ど
う
と
ら
え
る
の
か
、
こ
れ
は
教
育
以
前

の
問
題
で
あ
り
、今
こ
そ
本
学
会
の
叡
智
を
結
集
し
た
提
言
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
五
九
回
東
京
大
会
開
催
と
六
〇
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

理	

事	

長
　
　
　
横	

田
　
恭	

三

　
昨
今
、
国
内
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
活
発
化
し
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
難
民

問
題
や
テ
ロ
対
策
、
東
ア
ジ
ア
圏
で
は
北
朝
鮮
問
題
、
そ
れ
に
呼
応
し
た
か
の
よ
う
な
改

憲
論
議
な
ど
で
す
。
一
方
、
国
内
で
は
子
供
の
貧
困
問
題
、
大
学
教
育
費
無
償
化
な
ど
、

い
ず
れ
も
重
要
な
課
題
と
し
て
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
大
学
・
短
大
を
取
り
巻
く
環
境
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
・
短
大
進

学
率
は
五
四
・
八
％
（
現
役
生
、
平
成
二
八
年
十
二
月
文
科
省
調
査
）、
私
大
の
半
数
近

く
が
定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
現
実
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
と
も
な
っ
て
入

試
業
務
や
事
務
処
理
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
じ
っ
く
り
研
究
に
打
ち
込
む
時
間
が
ま

す
ま
す
削
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
書
写
・
書
道
の
科
目
を
開
設
し
て
い
る
大
学
の

教
員
と
し
て
、
書
学
と
書
作
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
次
代
を
担
う
研
究
者
・
教
育
者
の

育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
三
学
会
大
会
は
、
九
月
二
九
日
～
三
一
日
の
三
日
間
、
東
京
学
芸
大

学
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
東
京
学
芸
大
学
で
の
開
催
は
、
第
八
回
（
昭
和
四
一
年
）
と
第

二
六
回
（
昭
和
五
九
年
）
に
続
い
て
、
三
三
年
ぶ
り
三
回
目
の
開
催
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
日
本
を
代
表
す
る
教
員
養
成
系
の
国
立
大
学
で
も
あ
り
、
担
当
代
表
者
の
橋
本
先

生
を
は
じ
め
と
す
る
強
力
な
布
陣
で
成
功
裡
に
導
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
諸
氏
に
は
、
よ
り
多
く
の
ご
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
明
年
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
本
学
会
は
六
〇
回
大
会
と
い
う
節
目
の
年
、

つ
ま
り
六
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
〈
六
〇
周
年
記
念
行
事
〉
を
企
画
す

べ
く
、
昨
年
の
岩
手
大
会
に
お
い
て
、
会
員
諸
氏
に
記
念
行
事
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
検
討
し
て
い

る
企
画
は
〝
台
湾
研
修
の
旅
〟
で
す
。
台
北
市
に
あ
る
国
立
故
宮
博
物
院
・
中
央
研
究
院
・

何
創
時
書
法
芸
術
基
金
会
な
ど
を
訪
問
し
、
特
別
参
観
が
可
能
か
ど
う
か
検
討
を
始
め
て

お
り
ま
す
。
企
画
が
ま
と
ま
り
次
第
、
会
報
や
Ｈ
．
Ｐ
．
な
ど
を
通
じ
て
ご
案
内
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
全
国
大
学
書
道
学
会

会
　
　  

報
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全国大学書道学会　平成 29 年度（東京）大会　第１次案内

　下記の要領で、全国大学書道学会平成 29 年度（東京）大会を開催します。ふるってご参加、研究発表のご応募、
会員書作展へのご出品をいただきたくご案内申し上げます。

１）主　　催	 全国大学書道学会
２）開催大学	 東京学芸大学
３）開 催 日	 平成 29 年９月 30 日（土）
４）大会会場	 東京学芸大学　中央講義棟（Ｃ棟）
	 〒 184 − 8501　東京都小金井市貫井北町４−１−１
５）参 加 費	 3,000 円　＊準会員（大学院生）は 2,000 円（予定）
６）日　　程	 （予定　＊発表件数により変動する場合があります。）

	 ９：00	 受　　付　　　（中央講義棟〈Ｃ棟〉Ｃ204 教室前）
	 ９：30 ～ 10：30	 開会式・総会 （中央講義棟〈Ｃ棟〉Ｃ204 教室）
	 10：30 ～ 12：00	 研究発表（１）（中央講義棟〈Ｃ棟〉Ｃ204 教室・Ｃ203 教室）
	 12：10 ～	 昼　　食
	 13：00 ～ 14：35	 研究発表（２）（中央講義棟〈Ｃ棟〉Ｃ204 教室）
	 14：50 ～ 16：20	 大会記念講演 （中央講義棟〈Ｃ棟〉Ｃ204 教室）
	 16：30	 閉　　会

７）研究発表の募集
　大会における研究発表を希望する会員（含、準会員）は、下記の要領を確認の上、発表要旨を期日までに事務局
（庶務担当）宛に郵送または E-mail 添付ファイルにてお送りください。内容は未発表のものに限ります。応募者
には、後日、発表の可否を連絡いたします。なお、共同研究の場合、発表者以外の方が会員でない場合でも発表は
可能です。なお、研究発表は、発表用レジュメまたはパワーポイント等を利用して行っていただきます。発表用
レジュメ（100 部）は、９月 22 日（金）必着で開催大学担当者宛に送付願います。発表後、学会誌へ投稿される
場合には、連絡先を明記した別紙とともに、完成原稿（３部）を 11 月 10 日（金）までに事務局（庶務担当）宛に
送付願います。

（1）発表要旨

・要旨には、研究の意義・ねらい、方法、結論等を簡潔に記してください。
・体裁は、word 文書 A4標準設定、縦置き縦書き、上下２段組。１段は、縦 33字、横 23行、10.5 ポイント
で設定。
・要旨は上段に記載し、最初の４行に、タイトル、所属機関名及び役職・発表者氏名（共同研究の場合は
全員）を記し、本文は 500 字以上 627 字（19 行）以内、全 23 行以内としてください。
・下段には、発表者氏名、郵便番号、住所、電話（FAX）番号、E-mail アドレスを付記してください。会場
施設の都合により、発表の際に使用するノートパソコンは各自ご用意ください。

（2）申込締切	 ７月７日（金）必着
（3）送 付 先	 〒 184 − 8501　東京都小金井市貫井北町４−１−１　東京学芸大学書道研究室内
	 電話・FAX：042 − 329 − 7611　　E-mail：tishii@u-gakugei.ac.jp

	 	 全国大学書道学会事務局　石　井　　健　宛
	 	 ＊ E-mail で送付される場合は、念のため、送付した旨を郵便または FAXでご一報ください。

８）学会誌への投稿
　大会における研究発表を経ずに、学会誌『大学書道研究』に研究論文を投稿される際は、学会誌または学会
ホームページ掲載の執筆要項を確認の上、上記（1）にならった論文要旨を９月20（水）までに事務局（庶務担当）
宛に送付・申し込みいただき、完成原稿（３部）を11月 10日（金）までに事務局（庶務担当）宛に送付願います。
＊大会において研究発表をされた方が、当該年度発行の学会誌に投稿される場合は、再度の論文要旨の送付・
投稿申し込みは必要ありません。なお、次年度以降に発行される学会誌に投稿される場合は、所定の期日
までに、あらためて論文要旨を送付し、投稿の申し込みをおこなってください。
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９）会員書作展
　会員作品展を以下のように開催いたします。ふるってご出品ください。出品する会員・準会員は、下記の要領
によってお申し込みください。詳細は、同封別紙の出品要項をご覧ください。
（1）会　　期	 ９月 29 日（金）～ 10 月１日（日）　９：00 ～ 17：00
（2）会　　場	 東京学芸大学芸術館１階展示室
（3）協 賛 費	 7,000 円（作品表装等の費用として）
（4）作品規格	 同封別紙「全国大学書道学会会員書作展出品要項」でご確認ください。
（5）内　　容	 自由
（6）送付期日	 ８月10日（木）必着	 ※協賛費を払込の上、作品、出品票を同封のこと
（7）送 付 先	 玉川堂（ぎょくせんどう）	 〒 101 − 0051　東京都千代田区神田神保町３−３
	 電話：03 − 3264 − 3741	 FAX：03 − 3264 − 3742

＊なお、協賛費は郵便振替口座払い込みとなります。今回同封の払込取扱票（赤色）を使い、年会費と併せて
払い込んでください。
＊出品作品は開催大学にご寄贈いただくことになりますのであらかじめご了承ください。
＊期間中、芸術館２階展示室において≪東京学芸大学所蔵「日高秩父コレクション」特別展示≫がおこな
われる予定です。

10）大会記念講演	 演題：調整中
	 講師：大石　　学　先生（東京学芸大学教授・副学長／日本近世史）
11）三学会合同懇親会
	 日　　時	 ９月 30 日（土）　18：00 ～ 20：00　（予定）
	 場　　所	 東京学芸大学第２むさしのホール２階
	 会　　費	 会員 3,000 円　準会員（大学院生）1,500 円　（予定額）
12）理事会　常任理事、理事（地区担当、会務担当）はご出席ください。
	 日　　時	 ９月 29 日（金）　18：30 ～ 20：30　（予定）
	 会　　場	 東京学芸大学芸術・スポーツ２号館１階　第２会議室
13）大会会場への交通・宿泊・昼食について

会場へのアクセス

交　　通	 ＪＲ中央線武蔵小金井駅下車、北口５番バス乗り場から京王バス「小平団地行」で約 10 分、
「学芸大正門」下車、徒歩約５分。武蔵小金井駅北口からタクシー利用で大学正門まで約５分、
820円程度。東京駅から武蔵小金井駅までは、ＪＲ中央線で約 40分。新宿駅から武蔵小金井駅
までは、ＪＲ中央線で約 25 分。

宿　　泊	 新宿駅（武蔵小金井駅までＪＲ中央線で約 25 分）、立川駅（武蔵小金井駅までＪＲ中央線で
約 11 分）付近が施設数も多く便利です。各自ご手配願います。

昼　　食	 30 日（土）は休日のため、学食は営業していません。コンビニエンスストアは学芸大正門前
バス停そばに１軒あります。武蔵小金井駅付近での購入をおすすめします。

［お 問 合 せ］	 研究発表、大会に関するお問い合わせは、学会事務局庶務担当（石井健／東京学芸大学／
E-mail：tishii@u-gakugei.ac.jp　FAX：042 − 329 − 7611）大会に関するお問い合わせは、下記
開催大学担当者まで E-mail でお願いいたします。
東京学芸大学：橋本栄一　E-mail：hasimoto@u-gakugei.ac.jp　電話・FAX：042 − 329 − 7614

本学会と併せて、下記の学会等が開催されます。（ただし、参加費は別扱いです。）
　＊９月 29 日（金）	 12：00 ～	 日本教育大学協会（教大協）全国書道教育部門会役員会
	 13：30 ～	 日本教育大学協会（教大協）全国書道教育部門会
	 17：30 ～	 全国大学書写書道教育学会理事会
	 18：30 ～	 全国大学書道学会理事会
　＊９月 30 日（土）	 ９：00 ～	 全国大学書道学会
	 18：00 ～	 三学会合同懇親会
　＊ 10 月１日（日）	 ９：00 ～	 全国大学書写書道教育学会
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年会費納入のお願い
　払込取扱票（赤色）により、年会費の納入を8月 10日までにお願いいたします。
＊	年会費は、会員6,000円、準会員（大学院生）5,000円です。なお、準会員は、大学院修了後、会員資格として扱います。
＊	未納分のある方は、払込取扱票にその旨記載していますので、未納年度の会費も併せて入金願います。滞納の状況
により、会員資格を失います。不明な点がありましたら、下記事務局・会計担当宛て E-mail にてご照会ください。

＊	会員書作展に出品を希望される方は、協賛費 7,000 円を合算の上、納入してください。
＊	会員各位の所属につきましては、申し出がない限り、事務局での修正はいたしません。所属先・住所等の変更が
ございましたら、可及的速やかにご連絡ください。

新規入会申込について
　会員の皆様から、新入会員をご推薦いただき、本会の一層の充実を図りたいと考えております。入会を申請される
場合は、全国大学書道学会ホームページより「入会申込書」を印刷し、以下の手続きをお願いいたします。
＊	「入会申込書」に必要事項を記入の上、事務局・会計担当宛てに郵送または FAXしてください。
＊	「入会申込書」を確認後、事務局より払込取扱票（赤色）を送付しますので、通信欄に「新入会員（準会員）入会年度
年会費」と明記の上、会員 6,000 円、準会員（大学院生）5,000 円をお振込ください。

◆口座番号　00110 − 9 − 613810　　　　　◆加入者名　全国大学書道学会
　　　〈事務局・会計担当〉
　〒 371 − 8510　群馬県前橋市荒牧町 4 − 2
　電話・FAX：027 − 220 − 7235　　E-mail：no-naga@gunma-u.ac.jp
　群馬大学教育学部 書論・書道史研究室　（永由徳夫）

　
追
悼
　
城
所
　
正（
湖
舟
）先
生
を
悼
む柿

木
原
　
く
み

　
平
成
二
十
九
年
四
月
十
日
に
、
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
で
本
学
会
参
事
の
城
所
正

先
生
が
八
十
六
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜
国
立
大
学
で
中
山
鶴
雲
先
生
に
師
事
さ

れ
、
県
立
高
校
教
員
を
経
て
横
浜
国
立
大
学
に
勤
務
さ
れ
、
多
く
の
後
進
を
育
成
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
本
学
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
ご
在
職
中
に
開
催
さ
れ
た
横
浜
大
会

の
会
員
書
作
展
で
は
、
大
作
の
展
示
の
で
き
る
会
場
を
準
備
し
て
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
先
生
ご
自
身
は
整
正
と
し
た
楷
書
を
書
か
れ
る
一
方
で
、
墨
色
の
美
し
い
自
由
闊
達

な
作
品
を
発
表
さ
れ
、
幅
広
い
制
作
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
傘
寿
記
念
の
個
展
を

鳩
居
堂
画
廊
で
開
催
さ
れ
た
折
、
米
寿
を
迎
え
た
と
き
ま
た
こ
こ
で
個
展
を
開
催
し
た

い
と
宣
言
さ
れ
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
残
念
で
す
。

　
奈
良
や
金
沢
で
の
学
会
に
は
、
城
所
先
生
は
じ
め
手
島
寿
子
（
朱
琳
）
先
生
や
、
篠
崎

貞
子
（
蓼
花
）
先
生
、
そ
し
て
前
田
次
郎
先
生
と
私
と
で
参
加
し
ま
し
た
。
城
所
先
生
は

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
折
々
の
場
面
を
撮
影
し
記
念
ア
ル
バ
ム
制
作
さ
れ
、
一
人
一
人
に
写
真

を
焼
き
増
し
て
く
だ
さ
る
な
ど
、
細
や
か
な
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
相
模
女
子
大
学
で
も
二
十
年
余
り
ご
助
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
書
道
科
教
育
法
や
漢

字
書
法
な
ど
を
ご
担
当
く
だ
さ
り
、
学
生
達
に
は
丁
寧
に
接
せ
ら
れ
、
二
度
目
の
授
業

後
に
は
ほ
ぼ
全
員
の
名
前
と
顔
を
覚
え
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。
助
手
時
代
の
私
は
、

教
室
で
何
度
か
見
か
け
た
黒
板
の
板
書
構
成
や
色
チ
ョ
ー
ク
の
使
い
方
の
見
事
さ
に
、

消
す
こ
と
を
た
め
ら
う
よ
う
な
気
持
に
な
り
ま
し
た
。

　
五
月
十
二
日
、
九
段
下
の
玉
川
堂
さ
ん
に
出
向
い
た
折
、
齋
藤
彰
氏
の
ご
家
族
と
私

の
四
人
で
、し
ば
し
城
所
先
生
の
思
い
出
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
城
所
先
生
は「
彰
ち
ゃ
ん
」

と
呼
ん
で
お
ら
れ
、「
我
が
家
の
犬
は
玉
川
堂
の
出
な
ん
だ
よ
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
親
元
か
ら
は
毎
年
誕
生
日
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
送
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
ご
縁
と
繋
が
り
が
あ
る
こ
と
で
し
た
。

　
城
所
先
生
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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